
認 定 書

国 住 参 建 第 355号
令 和 3年 8月 6日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  赤羽

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条
第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分問)の規定に適合するものであることを認める。

記

1。 認定番号

PC030BE-3961

2.認定をした構造方法等の名称
人造鉱物繊維断熱材充てん/塗装木繊維混入セメン トけい酸カルシウム
板 。ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板表張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。

| 意
凹



1

別添

構造名

人造鉱物繊維断熱材充てん/塗装木繊維混入セメントけい酸カルシウム板・ボード用原紙張ガラス繊維
混入せつこう板表張/木製軸組造外壁

2.寸法
壁高及び壁幅については、構造計算等により構造安定性が確かめられた寸法とする。

3.材料構成等
項    目 製 品 仕 様

①
外
装
材

塗装木繊維混入
セメントけい酸
カルシウム板

基本オ

木繊維混入セメントけい酸カルシウム板
組成 (質量%)
セメント質原料 (セメント、けい酸質原料)

木繊維 (木片、木繊維、本質系繊維等)

無機質系混和材 (マイカ、無機質系骨材等)

有機質系混和材 (パルプ粉、ホ
°
)スチレンと

S―
ス
゛
等)

無機質系繊維 (ガラス繊維等)

70(± 4)～ 79(± 4)

11(± 1)～ 15(± 1)

4(± 1)～ 14(± 1)

1(± 1)～ 3(± 1)

0  ～ 1(± 1)
表面塗装

種類 :下記のいずれかによる。
アクリルウレタン系樹脂、アクリル系樹脂、アクリルシリコーン系樹脂、
フッ素系樹脂、エポキシ系樹脂、ポリシロキサン系樹脂
塗布量 (g/ポ):185以下 (有機質固形分量)
密度 (g/cm3):1,15(± 0.15)(絶乾)以上 (塗装を含む)

厚さ(mml:14(± 1.4)～ 25(± 2.0)

大きさ(llm)

働き幅 :455(± 3.0)～ 1,000(± 3.0)

(大きさの下限値は一般部に用いる場合に限る。 )
端部形状

サイディング相互の重なりと隙間

重なり(llm):8(± 0.8)以上

隙間 (■lm):1(± 0.1)以下
断面形状

最小厚さ(■lm):10(± 1.0)以上を確保
容積欠損率 (模様深さ)(%):10(± 1)以下
(但 し、板厚 14 11ullを超える場合は裏面から 14 11ullの位置での欠損とする。 )
水密材

合成ゴ

^(あ
り又はなし)

使用量 (g/m):5以 下
張方 :縦張

PC030BE-3961 
1 / 11



項    目 製 品 仕 様

①

外

装

材

外装下地材 種類、規格等 :aからcのいずれかによる。
a.ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

規格 :準不燃材料認定番号 QM-0954-1

形状 :平板

端部の形状 :ス クエアー、テーパー又はベベル

厚さ(I皿1):9.5(± 0.95)

密度 (g/Cm3):0,8(± 0.08)

b.ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

規格 :準不燃材料認定番号 Q「0955-1

形状、端部の形状及び密度は前記の aに同じ。
厚さ(ll14):9.5(± 0。 95)～ 12.5(± 1.25)

c.両面ボー ド用原紙張せっこう板

規格 :不燃材料認定番号 NM-4127

形状及び端部の形状は前記の aに同じ。

厚さ (■1■):9,5(± 0,95)～ 12.5(± 1.25)

密度 (g/Cm3):1,0(± 0,1)

横目地数 :1本 (1列)(あ り又はなし)
(横 目地数は、壁高さ(上台と横架材等の間の寸法)が 3,00011m以下の場合における

本数傾J数)を示す。 )

2‐
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項    目 製 品 仕 様

②

木

製

下

地

材

柱 (荷重支持部

材)

種類 :aか らdのいずれかによる。
a.構造用集成材 (」AS)

b,構造用製材 (」AS)

c。 構造用単板積層材 (」AS)

d.平成 12年建設省告示第 1452号第五号に規定する無等級材又は第六号に規定

する木材

断面寸法 (Ilm):105以 上×105以上

密度 (g/Cm3):0。 35(± 0.05)以上

取付け間隔 (Hlm)

柱と間柱の間隔 :500(± 50)以下 (一般部における寸法を示すc)
中間柱 種類 :aか らeのいずれかによる。

a,構造用製材、造作用製材又は下地用製材 (」AS)
b.構造用集成材又は造作用集成材 (」AS)

c.構造用単板積層材又は造作用単板積層材 (」AS)

d.枠組壁工法構造用製材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材 (」AS)
e.平成 12年建設省告示第 1452号第五号に規定する無等級材又は第六号に規定
する木材

断面寸法 (Hlm):45以上×105以上

取付け間隔 (■lm)

中間柱と間柱の間隔 :500(± 50)以下 (一般部における寸法を示す。 )

中間柱と柱の間隔、又は間柱を介する場合の中間柱相互の間隔 :1,000(± 100)

以下 (一般部における寸法を示す。 )

間柱 種類 :前記の中間柱に同じ。

断面寸法 (■lm):27以上×105以上

取付け間隔 (llm)

間柱と柱又は中間柱の間隔 :500(± 50)以下 (一般部における寸法を示す。 )

③

断

熱

材

人造鉱物繊維断

熱材

種類、規格等 :a又は bのいずれかによる。
a.グ ラスタール

夫見格 :」IS A 6301、 JIS A 9504又 ′ま JIS A 9521

厚さ(llull):100(± 10)以上

密度 (kg/m3):10(± 2)以上

b.ロ ックウール

規格 :」IS A 6301、 JIS A 9504又 ′ま JIS A 9521

厚さ (ll」ll):100(± 10)以上

密度 (kg/m3):20(± 2)以上

外被材 (フ ィルム):(1)又は (2)
(1)な し

(2)あ り

材質 :ポ リエチレン、ポリプロピレン等

厚さ(μ m):50(± 5)以下

-3
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項    目 製 品 仕 様

④

冨1

構

成

材

料

胴縁 種類 iaから iのいずれかによる。
a.製材 (無等級材又は JAS)

b.集成材 (無等級材又は」AS)

c.構造用合板 (」AS)

d.化粧ばり構造用合板 (JAS)

e.普通合板 (」AS)

f.構造用パネル (」AS)

g.単板積層材 (」AS)

h.パーティクルボー ド(」IS A 5908)

io MDF(」IS A 5905)

断面寸法 (■lm):12(± 1.2)以上×45(± 4.5)以上

取付け間隔 (■lm):500(± 50)以下

補強用胴縁 (必

要に応 じて取付

ける。)

種類 :前記の胴縁に同じ。

断面寸法 (Ilull):12(± 1.2)以上×40(± 4.0)以上

取付け間隔 (Ilull):500(± 50)以下

受材及び補強用

下地材 (必要に

応 じて取付 け

る。 )

種類 :前記の中間柱に同じ。
断面寸法 (alm):27(± 2.7)以上×27(± 2.7)以上

防水紙 (必要 に

応 じて 取 付 け

る。 )

種類 :a又は bのいずれかによる。
a.透湿防水シー ト(」IS A 6Hl)

厚さ(llm):0.5(± 0.05)以下

b.透湿防水シー ト(アルミニウム層付き)

厚さ(■lm)
。基材 :0.5(± 0.05)以下
・アルミニタム層 :0.01以上

継目処理材 仕様 :(1)又は (2)
(1)な し

(2)あ り

種類 :a又は bのいずれかによる。
a.アクリル系テープ
b。 ブチルゴム系テープ

厚さ(■lm):0.2(± 0,02)～ 0.5(± 0.05)

幅 (■lm):50(± 5)～ 150(± 15)

気密フィル
ム (必要に応 じ

て取付ける。 )

種類 :aか らcのいずれかによる。
a.住宅用プラスチック系防湿フィルム (」 IS A 6930)

b.包装用ポリエテレンフィルム (」 IS Z 1702)

c。 農業用ポリエチレンフィルム (JIS K 6781)

厚さ(Hlm):0,2(± 0.02)以下

-4-
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項    目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

スターター (必

要に応 じて取付

ける)

材料名 :鋼製又はステンレス鋼製

厚さ (■ ll■):0,4(± 0.04)以」

形状及び寸法 (■lm):形状は 1)か ら 16)のいずれかによる (各種リブ付、穴付を含

０

　

「
　

引
引
―
到

め

む )。

2) 3) ０

　

「
　
　
＜

‐―
引

め

出 出 白 出
「　　　　　　ノヽ
　　　　　　「

‐―
唱
　
出
‐―
「

出
ｔ
＼ｒ
「
出
―
コ
「

〇

=
車 ¬」車

6) 7)

出 出 出

<

11) 12)

レ。= ノ
〇‡ 工 /L」 O=

の

　

　

「
　
　
＜
　
　
Ч

10)

出 出
ｔ
＼ｒ
□
出
」
評
山

出

15) 16)

< 十

」 〇

=
車 車

13) 14)

出 出
「　　
　　
　
・て、　　
　　
　
「

Ｆ

　

　

ト

<

|
Ч 車 車 〇

=A:30(± 3.0)以上、B:5(± 0.5)以上、C:1(± 0.1)以上
外装下地材の目

地処理材 (必要

に応 じて処理す

る )

種類 :せっこう系又は炭酸カルシウム系
塗布量 (g/ml:10(± 1)以上

5-
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項    目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

留付け材 外装材固定用

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製 ジングくぎ

寸法 (■lm):φ 2.5(± 0.3)以上×L43(± 4.3)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (■lm):φ 3.5(± 0.4)以上×L43(±4.3)以上

留付け間隔 (■lm):水平方向 203(±20.3)以下、鉛直方向 500(± 50)以下
外装下地材固定用

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製くぎ

寸法 (llm):φ l,7(± 0.2)以上×L25(± 2.5)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (■lm):φ 2.1(± 0.2)以上×L25(± 2.5)以上

留付け間隔 (llm):200(± 20)以下

月同縁固定用

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製くぎ

寸法 (■lm):φ 2.7(± 0,3)以上×L50(± 5)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (■lm):φ 3.5(± 0.4)以上 X L50(± 5)以上

留付け間隔 (■lm):500(± 50)以下

補強用胴縁固定用 (補強用胴縁を用いる場合に使用する。)

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製くぎ

寸法 (Il■ll):φ l.7(± 0。 2)以上×L25(± 2.5)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (llull):φ 2.1(± 0。 2)以上×L25(± 2.5)以上
留付け間隔 (llょll):3,000(± 300)以下

受材固定用 (受材を用いる場合に使用する。)

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製くぎ

寸法 (■lm):φ l.8(± 0.2)以上×L32(± 3.2)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (llm):φ 3.0(± 0,3)以上×L32(± 3.2)以上

留付け本数 :片側 1本以上

補強用下地材固定用 (補強用下地材を用いる場合に使用する。 )

種類及び寸法 :前記の受材固定用に同じ。

留付け本数 :片側 1本以上

-6
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項    目 製 品 仕 様

④

副

構

成

材

料

留付け材 防水紙仮留め用 (防水紙を用いる場合に使用する。 )

種類 :aからcのいずれかによる。
a,ブチルゴムテープ又はアクリルテープ

厚さ (■lm):0.5(± 0.1)以下

幅 (■lm):50(± 5)以下

貼付け間隔 (■lm):455(± 45.5)以上

b.スプレーのり

塗布量 (g/m):30(± 3)以下

塗布間隔 (■lm):455(± 45.5)以上

c.ステープル

寸法 (■lm):幅 10(± 1)以上、長さ6(± 1)以上

防湿気密フィルム仮留め用 (防湿気密フィルムを用いる場合に使用する。

種類 :aからcのいずれかによる。
a.ブチルゴムテープ又はアクリルテープ

厚さ(Hlm):0.5(± 0.1)以下

幅 (■lm):50(± 5)以下

貼付け間隔 (■lm):455(± 45.5)以上

b.スプレーのり

塗布量 (g/m):30(± 3)以下

塗布間隔 (∬lm):455(± 45.5)以上

c.ステープル

寸法 (Hlm):幅 10(± 1)以上、長さ 6(± 1)以上

断熱材仮留め用 (断熱材に外被材がある場合に使用する。 )

ステープル

寸法 (■lm):幅 10(± 1)以上、長さ6(± 1)以上

留付け間隔 (Hlm):300(± 30)以下

スターター固定用 (ス ターターを用いる場合に使用する。 )

種類及び寸法 :a又は bのいずれかによる。
a.鋼製又はステンレス鋼製くぎ

寸法 (■lm):φ l.7(± 0.2)以上×L25(± 2.5)以上

b.鋼製又はステンレス鋼製ねじ

寸法 (alm):φ 2.1(±0.2)以上×L25(± 2.5)以上

留付け間隔 (■lm):1,500(± 150)以下

7‐
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4.構造説明図
(1)透視図 (屋外側 )

刈

ぐ幸町当二:mm)

※1 剣閉表 J暁剤琉 じて取伽する。

沌 防湘制よ 必翼琉 じて取付ける。

湘  目地R曙君Tよ 盛黙爺 じて
'叫
る。

測 布静用嗣露よ 必翼琉 じて取鰤する

瀬 鵜腋用下地脚よ 必要琉 じて廟Ыする。

消 防湿気密フィル潤表 必到こ応じて取Mする。
測 スタ‐ ―寸よ 必翻こ応じて取伽する。

瀬
一

‐8‐
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(2)水平断面図

(3)鉛直断面図

購日

帥 :mm)

捌

醐

※1 防米田よ 顔郵爺 じて取付ける。
湮  防湿気密フィ′凶 よ 〕暁ヨ読 じて取り仰する。

耳
到
ユ

湮

珈

湮

申 鮒 I洸

帥 :mm)

Ⅷ

※1 勲謝よ 必郵 転 じて取付ける。
湮  防氷鯛よ 必要 三応じて取付ける。
※  ネl議用可剛瓢表 姻 コ芯じて取付ける。
湘  F崩里嘉密フィル蜘よ 必翼転 じ卸 ける。

濶

滓

9
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(4)外装材の端部形状及び断面形状の概略図

⑪ 紹麟

重なり :8舎n81以上

‖
除間 :lenl)以下

健捌銅置研刻犬

帥 :mm)

工求 ・蒲模様部

勲 JW享さ :10(± 1.Ol雌

ぃ10-
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5.施工方法
(1)木製下地材の組立て

柱を土台に取付ける。柱と柱の間に断面寸法が 27■lm以上×10511m以上の間柱を 500■lm以下の間隔で

配置し、土台に取付ける。この時、外装下地材又は内装材の縦目地部となる位置には断面寸法が 4511m

以上×105■lm以上の中間柱又は柱を使用する。必要に応 じて、受材を外装下地材の横目地となる位置
に配置し、φl.8■lm以上×L32Hlm以上の鋼製くぎ等で、片側 1本以上、柱、間柱、中間柱等に取付け
る。必要に応じて、補強用下地材をφl.8 11ull以上×L32 11ull以上の鋼製くぎ等で、片側 1本以上、柱、
間柱、中間柱等に取付ける。

(2)外装下地材の取付け
外装下地材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断 し、φl.7 11ull以上×L25 11ull以上の鋼製くぎ

等で、20011m以下の間隔で木製下地材に取付ける。必要に応じて、横目地を設ける場合は、高さ3,000

11ullに対して 1本とする。
なお、外装下地材の目地部は、必要に応 じて目地処理材を施し、平滑に仕上げる。

(3)防水紙の仮留め
必要に応 じて、防水紙をたるみ、しわ等が生じないようにブテルゴムテープ等で外装下地材に仮留

めする。継ぎ日の重なりは 50011m以下とする。

(4)胴縁の取付け

胴縁は、幅 45mm以 上のものを 500mm以 下の間隔で配置 し、φ2,71lm以 上×L50■lm以上の鋼製く
ぎ等で 500■lm以下の間隔で柱、間柱、中間柱等に取付ける(必要に応じて胴縁に下穴を開ける)。 必

要に応 じて、胴縁の継ぎ目に 30 11ttll程度の通気層を設ける。

(5)補強用胴縁の取付け
必要に応じて、補強用胴縁は、幅 401ェull以上のものを 50011」ll以下の間隔で胴縁間に配置し、φl,7

Elull以上×L25 11ull以上の鋼製くぎ等を用いて、3,000111111以下の間隔で柱、間柱、中間柱等に取付ける(必

要に応 じて補強用月同縁に下穴を開ける)Ь

(6)ス ターターの取付け
必要に応じて、スターターを、φl.7 11ttll以上×L25 11ull以上の鋼製くぎ等で、1,500 11ull以下の間隔で土

台、月同差し又は胴縁等に取付ける。

(7)外装材の取付け
外装材の張り方は縦張とする。

外装材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断する。

外装材の取付けは、φ2,5 11ull以上×L43 11ull以上のステンレス鋼製リングくぎ等で、水平方向 203∬lm

以下、鉛直方向 500■lm以下の間隔で月同縁に取付ける。必要に応じて、補強用胴縁等に取付ける。取付

けは、日地通りよく、不陸、日違いのないように行 う。外装材を上下方向に継ぐ場合は、必ず胴差し

の位置で、外装材上端部に捨てシーリングをしてから水切 りを設けて行 う (必要に応 じてスターター

を取付ける)。

(8)断熱材の挿入
断熱材を柱、間柱、中間柱等の間に挿入する。断熱材に外被材がある場合は外被材耳部をステープ

ルで 300∬lm以下の間隔で木製下地材に仮留めする。外被材に継目部がある場合は継目処理材 (防水気

密テープ等)で処理する。

(9)防湿気密フィルムの取付け
必要に応 じて、防湿気密フィルムをたるみ、しわ等が生じないようにステープル等で柱、間柱、中

間柱等に仮留めする。

外被材のない断熱材を使用する場合は必ず防湿気密フィルムを取付ける。防湿気密フィルムに継目

部がある場合は継目部を重ね合わせる又は継目処理材 (防水気密テープ等)で処理する。
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